
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タマ三郎 オイラはタマ三郎！

「お魚まな板シート」のこと教えて

くれるかい？  

 

森下 こんにちは、スズキ紙工の

森下仁志です。以前漁協さんと連

携し、平塚で獲れる魚をプリント

した「お魚まな板シート」を作り

ました。現在まな板シートは販売

されていませんが、代わりに「お

魚クリアファイル」が漁協さんで

買えますよ。 

 

タマ三郎 まな板シートがヒットし

た理由はなんだったんだい？ 

 

森下 どんな魚が平塚で獲れる

のかわかるようになっていたか

らだと思います。また、値段がお

手軽だったことも影響している

と思いますね。 

 

タマ三郎 なるほど！そもそもど

うして漁協とコラボしたんだい？ 

 

森下 以前、テクノフェアに参加

した際、漁協さんが私どもの商品

に興味を持って下さったことが

キッカケですね。それから平塚で

獲れる魚をプリントしたらおも

しろいのではないか、というアイ

ディアが生まれ、開発につながり

こら 

らぼ 

 
Vol.４ 

森下仁志（もりした ひとし）プロフィール 

趣味はサッカーとビーチバレーボール観戦。オリジナルのパッケー

ジ、販促品を得意としている「㈱スズキ紙工」に勤務し、独自の印

刷加工技術を生かし、平塚市漁業協同組合と共同で「お魚まな板シ

ート」や「お魚クリアファイル」を生み出した。 

平塚市内の事業者の連携をクローズアップしていく、このシリーズ。 

第 4弾は、ヒット商品「お魚まな板シート」を平塚市漁業協同組合と

共同開発した「㈱スズキ紙工」さんを特集します。 

湘南ひらつかテクノフェアで「㈱スズキ紙工」さんが別のまな板シー

トを展示していたところ、平塚市漁業協同組合が「お魚のまな板シート」

も作製してほしいと依頼したことがコラボのキッカケ。 

開発担当者の森下さんに、平塚の漁業ＰＲキャラクターである「ひら

つかタマ三郎」がインタビューしてきました！ 

 

＜前回までの流れ＞ 

ベ ジ 太：タマ三郎君、今まで色々な場所に産業間連携の話を聞きに行ったね！ 

タマ三郎：そうだな！オイラたちの取材は湘南平展望レストラン「Ｆlat」から始まったよな！ 

ベ ジ 太：うん！その後にＦlatとコラボしている「魚三」や「いつか珈琲屋」に取材に行ったね！ 

タマ三郎：今回はオイラの友達の漁協職員とコラボをしたスズキ紙工という会社に取材に行って、

色々な話を聞いてくるぜ！ 



ました。テクノフェアには様々な

出会いのキッカケがあると感じ

ましたね。 

 

タマ三郎 へぇ～！以外なキッカ

ケだな！ところで、今も販売され

ている「お魚クリアファイル」はどう

いうものなんだい？ 

 

森下 基本的には「お魚まな板シ

ート」と同じ作りですが、大きく

違う部分は、ファイルに紙を入れ

ると魚の名前が隠れるようにな

っているところです。小さなお子

さんなどが魚の名前を楽しく覚

え、平塚ではどんな魚が獲れるの

か、このファイルを通して知って

ほしいですね。これらを全部完璧

に覚えるのは難しいですが（笑）

 

タマ三郎 確かに全部覚えられた 

らタイ
・ ・

したもんだな（笑）でもこう 

いう工夫のあるファイルって珍し

いよな！こういう印刷技術がスズ

キ紙工さんの得意分野ってことな

のかい？ 

 

森下 そうですね、印刷とパッケ

ージの技術は私どもの得意分野

です。完全受注製造のため、カタ

ログはありません。その代わり、

できる限りお客様のご要望にお

応えできるよう努力しています。

また、私の知る限りでは現在平塚

市で唯一(関東でも有数)、印刷か

ら製品まで一貫生産できる会社

ですし、特許をとれるアイディア

も持っています。「お魚まな板シ

ート」をつくるキッカケとなった

テクノフェアでは、紙以外のもの

にも印刷できる技術力をアピー

ルできたと思います。 

 

タマ三郎 高い技術力が売りなん

だな！ その技術力を生かして、

今後やってみたい連携や、生み出

したい商品ってあるのかい？ 

 

森下 平塚市の企業なので市内

の企業さんや商店さんと連携し

てみたいです。また、得意分野の 

パッケージや印刷の技術は様々

なことに応用ができると思いま

すから、新しいことにチャレンジ

してみたいですね。 

 

タマ三郎 チャレンジすることは

大事だよな！「お魚まな板シート」、

「お魚クリアファイル」の開発が、

そういう新たなチャレンジに対す

る意欲を生み出すキッカケになっ

たのかい？ 

 

森下 やはり漁協さんとの連携

が大きかったと思いますね。今後

も新たなコラボができたらと思

っています。 

 

タマ三郎 今後のスズキ紙工さん

の展望を教えてくれるかい？ 

 

森下 「出来ないと決めずに、出

来ると決めて前進しよう。」をモ

ットーに、新たな取組みにチャレ

ンジしていきたいと考えていま

す。地元の企業さん、商店さんと

コラボをしていくことで、平塚市

の発展にも貢献できたら素晴ら

しいですよね。出来ないことなん

てない、という気持ちで平塚市と

ともに成長していけたらと思っ

ています。

 

タマ三郎  色々なお話、ありがと

う！いいこと聞けちゃったぜ～！ 

「出来ないと決めずに、出来ると決

めて前進しよう。」か。かっこいい

な。 



オイラも平塚の漁業ＰＲをもっと頑 

張ろう！！ 

いい川柳が思いついたぞ！！ 

  

 ひらつかの 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 漁業の良さを 

 伝えたい 

             タマ三郎 

 

 

 

 

 

   

 

～ひらつかタマ三郎の編集後記～ 

 

平塚市漁協と共同で「お魚まな板シート」、「お魚ク 

リアファイル」を世に送り出したイカ
・・

した企業、「㈱ 

スズキ紙工」さんのご担当の方にお話を聞けたぜ！ 

技術力が自慢の会社で、アイディアをたくさんもっ

ているな～という印象を受けたぜ！！たくさんのア

イディアを活かして、今後もすばらしいヒット商品

をどんどん生み出して平塚市を盛り上げていってほ

しいよな！！ 

 

株式会社 スズキ紙工 企業情報 

住所： 神奈川県平塚市東豊田５３１−２７ 

電話： 0463-51-1600 

主な生産品：メモ、クリアファイル、バインダーなどのノベルティグッズや、クリア、紙などの化粧箱 他 

URL：http://www.suzukishiko.co.jp/ 

 

こららぼ事務局 

産業振興課  

〒254-8686 神奈川県平塚市浅間町９番１号 本館５階 

直通電話番号：0463-21-9758  

ファクス番号：0463-21-9759 


